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消化器系総合診療科の特色

消化器系総合診療科では、様々な消化器系疾患や原因不明の消化器症状に対して内視鏡や CT、MRI などの各種
医療機器を活用して消化器内科や外科などの診療科と連携しながら診療を行っております。
また、腹部症状を訴える方の中には腎臓や子宮・卵巣など消化器系以外の病気が見つかることもあるため、当科
受診後に適切な診療科へのご案内も致します。

※消化器内科医師かかりつけの方やIBDなどの診断名が明らかな方につきましては消化器内科担当医へご紹介
ください。

準緊急患者様の診察も可能
原因の分からない腹痛、診断のついていない消化器症状の当日受診も消化器系総合診療科で行っております。
（救急車での搬送が必要と判断される場合は川崎幸病院へご紹介ください）

当科では、当日来院の患者様でも1時間以内にCT検査、採血検査まで行える体制を整えており、専門医による
迅速かつ適切な診断・治療を行っております。
また、消化器内科や外科と連携し、必要に応じて川崎幸病院での処置もしております。
お困りの患者様がおりましたら気軽にご相談ください。

※予約が必要となりますが、枠が一杯でも症状によって当日の診察が必要と判断された場合にはその旨をお伝

えください。また、調整が必要な場合は川崎幸病院 患者支援センター（044-544-4638）へご相談ください。

消化器一般外来
検診後二次検診外来

当日来院
（準緊急）

第二川崎幸クリニック
消化器系総合診療科

下血患者様のご案内について

下血患者様につきましては、大腸・肛門外科標榜医、消化器系総合診療科医師がファーストトリアージを
行っております。診察をご希望の際は担当医へご紹介ください。
但し、明らかなIBD（潰瘍性大腸炎やクローン病等）の患者様、消化器内科医師かかりつけの患者様につき
ましては消化器内科担当医へご紹介ください。

■消化器系総合診療科 時間帯 月 火 水 木 金 土

古谷 亮 古谷 亮 古谷 亮 小金井 裕之 古谷 亮 ★小金井 裕之

宮副 由梨 宮副 由梨 小金井 裕之 宮副 由梨 宮副 由梨 南 達也

圓地 眞知子 □河原 慎之輔

　★第1.3.5週のみ診療 ☆長 晴彦

　□第4週のみ診療 古谷 亮 古谷 亮 小金井 裕之 小金井 裕之 古谷 亮

　■第1.2.3.4週のみ診療 宮副 由梨 小金井 裕之 宮副 由梨 宮副 由梨 圓地 眞知子

　☆第2.4週のみ診療 ■菊岡 良考 佐藤 高広

午後

午前
第二川崎幸ｸﾘﾆｯｸ

消化器系総合診療科外来のご案内

予約センター 044-511-2112



消化器内科のご紹介

泌尿器科外来

消化器内科科長
消化器内科部長
内視鏡センター長
がん治療センター副センター長

大前 芳男

■ 専門分野

消化器内科全般

内視鏡診断・治療

（上下部消化管、胆膵）

主な対象疾患

消化器内科の特色

※赤字は女性医師

■ スタッフ

悪性疾患 食道癌、胃癌、大腸癌、GIST、胆管癌、膵臓癌、肝臓癌

境界疾患 胃腺腫、大腸ポリープ、膵嚢胞性疾患（IPMN等）

良性疾患 胃潰瘍、十二指腸潰瘍、炎症性腸疾患、（潰瘍性大腸炎、クローン病）、虚血性腸炎、大腸憩室炎、

憩室出血、総胆管結石、急性胆管炎、急性胆嚢炎、急性膵炎、慢性膵炎、肝硬変

※上記以外にも消化器領域の疾患はすべて対象疾患となります。

消化器内科は消化器急性疾患に対する24時間対応と消化器全般に関する高度専門医療の提供を2本柱として診療を行って

おり、日本消化器内視鏡学会、日本消化器病学会、日本消化管学会、日本膵臓学会等の各分野における専門医が在籍して

おります。

消化器急性疾患の対応としては、医師、看護師、技師がチームとなり、24時間緊急内視鏡検査を安全に行える体制を整えて

おり、消化管出血や急性胆管炎等に緊急での内視鏡治療を要する患者様も積極的に受け入れております。

２０２３年内視鏡検査総件数 ２０２３年川崎幸病院内視鏡治療件数

消化器内科外来は、第二川崎幸クリニック（044-511-2112）にて行っています。電話にて予約をお取りください。

救急疾患や緊急を要する際には、川崎幸病院（044-544-4611）へ直接ご連絡ください。

消化器内科外来のご案内

オープン検査（内視鏡検査）のご案内

検査項目

胃カメラ 月～土 9:15、9:30、9:45、10:15、10:30

大腸カメラ 月～土
9:00、9:30　来院

（午前中前処置、午後検査施行）

検査日時

現在当院では、院内感染防止策として、時間・場所をゾーニングしながら検査を実施させていただいております。

原則、お付き添いの方1名までご入館いただけます。

月～土 10:00　来院

大腸ポリープ切除【入院】

※上部下部内視鏡検査を同日に行っていただくことも可能です。

※下部内視鏡でお手洗い（前処置）の介助が必要な方は、必ず1名お付き添いをお願いしております。

お手洗い（前処置）の介助はお付き添いの方にお願いしております。

※セデーションを行うことも可能です。

※血が止まりにくいお薬（ワーファリン、アスピリン、パルナジン等）は使用を中止していただきます。

使用中止が困難な場合はご相談ください。

㊟大腸ポリープ切除は一泊入院となります。

㊟3年以内に下部内視鏡検査を行い、ポリープがあることがわかっている場合に行います。

川崎幸病院 オープン検査のご予約について

：044-544-4638患者支援センター直通

消化器内科副部長 谷口 文崇
肝胆膵内科副部長 塚本 啓祐
消化器内科副部長 森重 健二郎
消化器内科医長 岡本 法奈
消化器内科医師 小野 颯
消化器内科医師 竹内 優太
消化器内科医師 砥出 康平

新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行してから1年6か月になります。新型コロナウイルス感染症の
流行により、検査控え等もありましたが、現在では、流行前の状況に戻りつつあります。
食道、胃、大腸等の消化管の悪性腫瘍は、早期発見できれば、EMR（内視鏡的粘膜切除術）やESD（内視鏡
的粘膜下層剥離術）にて内視鏡治療で根治することができます。早期発見することが重要ですが、そのために
は内視鏡検査が必要になります。
当院では、患者様が苦痛なく検査を受けていただけるように、ご希望される患者様には鎮静剤や鎮痛剤を投
与して検査を行い、安全に検査を行えるように検査中はモニター管理をしております。内視鏡検査にて早期癌
が認められれば、NBI（狭帯域光観察）や色素内視鏡等による精査を行い、EMRやESD等の低侵襲な内視鏡
治療を行っております。
これからも、患者様が安心して安全に内視鏡検査や治療を受けていただけるように日々精進して参ります。

■消化器内科 時間帯 月 火 水 木 金

岡本 法奈 森重 健二郎 砥出 康平 大前 芳男 谷口 文崇

小野 颯

竹内 優太 塚本 啓祐 ※大前 芳男

●第2･4週のみ診療 ●谷口 文崇

第二川崎幸ｸﾘﾆｯｸ

※第4週は岡本法奈医師

午前

午後
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